
⽊材需給動向について
（近畿中国地区）

令和２年12⽉



⽬次

１ 価格の動向

（１） 直近の価格推移（原⽊市場・共販所）

ア スギ（全国）

イ スギその他（近畿中国地区）

ウ ヒノキ（全国）

（２） 製品価格の推移・動向

２ ⼯場の原⽊等の⼊荷、製品の⽣産等の動向

（１） 製材（全国・近畿中国地区）

（２） 合板（全国）

（３） チップ（全国）

３ 住宅着⼯⼾数の動向

（１） 住宅着⼯⼾数の推移

（２） 近畿中国地区の新設住宅着⼯

１



注１：北海道はカラマツ（工場着価格）。径級は24.0cm程度、長さは3.65～4mの中目原木。
注２：都道府県が選定した特定の原木市場・共販所の価格。
資料：林野庁木材産業課調べ

・例年秋から12月頃まで原木価格は上昇する傾向にあるが、本年は高騰する場面もあるものの、例年並みとならない
地域が見られる。

・本年11月のスギ原木価格は、対前年比13％減～７％増。

１ 価格の動向 （１）直近の価格推移 （原⽊市場・共販所）
ア スギ（全国） φ24cm程度、3.65〜4.0m（平成30年12⽉〜）

2

R1.11 R2.1１ R2.11/R1.11

北海道 11,200 10,600 -5%

秋田県 14,500 13,240 -9%

栃木県 12,030 12,500 4%

長野県 11,500 10,000 -13%

岡山県 11,500 11,000 -4%

高知県 14,000 14,000 0%

熊本県 13,200 14,000 6%

宮崎県 12,200 13,000 7%
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原⽊市場・共販所における⽊材価格の推移 北海道 秋⽥県

栃⽊県 ⻑野県

岡⼭県 ⾼知県

熊本県 宮崎県



イ スギ(近畿中国地区） φ24cm程度、3.65〜4.0m（平成30年12⽉〜）

注１：都道府県が選定した特定の原木市場・共販所の価格。
資料：林野庁木材産業課調べ

・例年秋から12月頃まで原木価格は上昇する傾向にあるが、本年は鳥取県、岡山県は例年以下の価格となっている。
・本年11月末のスギ原木価格は、対前年比15％減～18％増。

3

R1.11 R2.11
R2.11
/R1.11

兵庫県 10,000 11,750 18%

和歌山県 13,000 14,000 8%

鳥取県 13,500 11,500 -15%

島根県 12,500 14,000 12%

岡山県 11,500 11,000 -4%

広島県 11,000 12,800 16%

山口県 12,500 12,500 0%8000
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原⽊市場・共販所における⽊材価格の推移
兵庫県 和歌山県

鳥取県 島根県

岡山県 広島県

山口県



ウ ヒノキ（全国） φ24cm程度、3.65〜4.0m（平成30年12⽉〜）

・ヒノキにおいてもスギと同様に秋から12月頃まで原木価格は上昇する傾向にあるが、本年は岡山県、愛媛県、高知
県は例年以下の価格となっている。

・本年11月末のヒノキ原木価格は、対前年比６％減～14％増。

注：都道府県が選定した特定の原木市場・共販所の価格。
資料：林野庁木材産業課調べ 4

R1.1１ R2.1１ R2.11/R1.11

兵庫県 15,000 15,000 0%

岡山県 18,000 17,000 -6%

広島県 15,000 15,500 3%

愛媛県 18,000 17,600 -2%

高知県 18,500 18,000 -3%

熊本県 17,400 18,000 3%

大分県 17,000 19,400 14%10,000
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原⽊市場・共販所における⽊材価格の推移
兵庫県 岡⼭県

広島県 愛媛県

⾼知県 熊本県

⼤分県



・製品価格は原木価格と異なり季節変動はないが、本年は価格の下落が見られる。ただし、10月以降は横ばいの傾向
で、スギ柱角・乾燥材の価格については地域によって回復が見られる。

(2) 製品価格の推移・動向

○ スギ柱角・乾燥材 105×105×3000mm [円/㎥] ○ ヒノキ柱角・乾燥材 105×105×3000mm [円/㎥]

○ スギ集成管柱 105×105×3000mm[円/本] ○ 針葉樹構造用合板 12×910×1820mm[円/枚]

※九州のみ120×120×3000mm

横ばい
↓下落
↑上昇

出典：日刊木材新聞 5

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

東北 58,000 58,000 58,000 58,000
↓

55,000 55,000 55,000 55,000 55,000

首都圏 54,000
↓

53,000 53,000 53,000 53,000 53,000 53,000
↑

54,000 54,000

名古屋 65,000 65,000 65,000
↓

60,000
↓

55,000 55,000 55,000 55,000 55,000

大阪 55,000 55,000
↓

54,000 54,000
↓

52,000
↓

50,000 50,000 50,000 50,000

広島 56,000 56,000 56,000 56,000 56,000 56,000 56,000 56,000 56,000

九州 52,000
↓

50,000 50,000
↓

48,000 48,000
↓

47,000
↓

46,000 46,000
↑

48,000

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

首都圏 66,000
↓

65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000

名古屋 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000

大阪 64,000 64,000
↓

63,000 63,000
↓

61,000
↓

59,000 59,000 59,000 59,000

広島 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000

九州 62,000 62,000
↓

61,000 61,000 61,000
↓

60,000 60,000 60,000 60,000

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

東北 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

大阪 1,750 1,750 1,750 1,750 1,750 1,750 1,750 1,750 1,750

広島 1,900
↓
1,880 1,880 1,880

↓
1,860 1,860 1,860 1,860 1,860

九州 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

東北 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000
↓
950 950 950 950

首都圏 1,050
↓
1,030 1,030

↓
1,010

↓
980

↓
950 950

↓
940 940

名古屋 1,050
↓
1,020 1,020

↓
1,000

↓
960

↓
930 930 930 930

大阪 1,050
↓
1,010

↓
1,000

↓
990

↓
950

↓
920

↓
900 900 900

広島 1,070
↓
1,050

↓
1,030 1,030

↓
1,000

↓
950

↓
930 930 930

九州 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000
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資料：農林水産省｢製材統計｣

原木在庫量

原木入荷量

原木消費量

製材品生産量

製材品出荷量

製材品在庫量

「製材統計」によると、
・製材品の生産量、出荷量は昨年は年間を通じて大きな変化は無かった。今年は平均的に対前年比10％～15％の減で
推移していたが、９月から回復傾向。

・原木の入荷量、消費量は２、３ヶ月単位で、増減を繰り返す傾向。今年は、４月から８月まで減少傾向だったが、
９月から回復傾向。

・原木在庫量は半年単位で増減を繰り返す傾向だが、今年は減少幅が大きい。

２ ⼯場の原⽊の⼊荷、製品の⽣産等の動向
(1) 製材（全国）

6
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資料：農林水産省｢製材統計｣

（１）製材（近畿・中国地区）

「製材統計」によると、近畿・中国地区では、
・製材品の生産量、出荷量は令和元年、概ね15万㎥/月で推移していたが、令和２年は８月の11.5万㎥を底として、
９月から増加傾向に転じた。製品在庫量は令和元年８月以降、減少傾向。

・原木の入荷量は５月に急減。８月に増加したものの、再び減少傾向。一方、原木消費量は９月から上昇傾向であり、
このため、原木在庫量が減少している。

原木在庫量

原木入荷量

原木消費量

製材品生産量

製材品出荷量

製材品在庫量
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資料：農林水産省｢合板統計｣

原木在庫量 原木入荷量

原木消費量合板出荷量

合板生産量合板在庫量

「合板統計」によると、
・合板の生産量、出荷量は昨年10月以降、減少傾向にあったが、５月以降横ばい、９月から増加に転じた。
・製品在庫量は今年２月から増加傾向にあったが、６月以降、減少傾向が続いている。
・原木の入荷量、消費量は、４月以降、減少傾向で推移したが、９月以降は増加に転じた。
・原木の在庫量は増減を繰り返しつつ長期的に増加していたが、４月以降、減少傾向が続いている。

(2) 合板（全国）
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（万㎥） パルプ⽤チップの消費量・在庫量
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（万㎥） (参考）紙品種別⽣産⾼

新聞巻取紙 印刷・情報⽤紙 紙計 板紙計
資料：経済産業省

「経済産業省生産動態統計年報 紙・印刷・プラスチック製品・ゴム製品統計編」

（３） チップ（全国）

・パルプ用チップの消費について、輸入広葉樹チップが今年４月から激減したが、７月から回復傾向。国産針葉樹
チップも今年５月に大きく減少したが、６月から回復傾向。

・パルプ用チップの消費量は印刷・情報用紙の生産と連動していると考えられる。
・木質バイオマス発電向け燃料については、増加傾向が続いている。
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輸入材広葉樹
チップ在庫

輸入材広葉樹
チップ消費

輸入材針葉樹
チップ在庫 国産材針葉樹

チップ消費

国産材針葉樹
チップ在庫輸入材針葉樹

チップ消費

国産材広葉樹
チップ消費

国産材広葉樹
チップ在庫

出典：⽊材利⽤課調べ（〜平成26年）、林野庁「⽊材需給表」（平成27年〜）
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（万㎥）
間伐材等由来の⽊質バイオマス燃料利⽤量

資料：経済産業省「経済産業省生産動態統計年報
紙・印刷・プラスチック製品・ゴム製品統計編」
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（千⼾） 新設住宅着⼯⼾数の推移(H29〜R2)

在来軸組 ２×４ ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ ⾮⽊造
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在来軸組 ２×４ ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ 非木造

51.7万⼾ 43.0万⼾
（前年⽐17%減）

109.4万 78.8万

３ 住宅着⼯数の動向
(1)  住宅着⼯⼾数の推移（平成20年１⽉〜令和２年10⽉）

資料：国土交通省「住宅着工統計」

・昨年度の新設住宅着工戸数は、90.5万戸。そのうち、木造住宅は52.3万戸（57.8％）。
・令和２年度１～10月の木造住宅着工戸数は、38.6万戸（前年比11.4％減）。
・緊急事態宣言の発令により、大手・注文住宅の受注機会が大幅に減少した影響が懸念されたが、着工戸数全体として

は目立った落ち込みは見られない状況。

令和２年１～10月期
住宅着工戸数

総計 67.9万戸
（前年比10.6%減）

非木造 29.3万戸
（前年比9.6%減）

木質プレハブ 0.9万戸
（前年比11.2%減）

２×４ 7.7万戸
（前年比15.2%減）

在来木造 30.0万戸
（前年比10.4%減）

96.5万 94.2万 90.5万

52.3万⼾53.9万⼾54.5万⼾

木造住宅

木造38.6万戸
（前年比11.4%減）

年間着工数

リーマン
ショック

（前年⽐28%減）

（千⼾）
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新設住宅着⼯⼾数（近畿中国）
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（２） 近畿中国地区の新設住宅着⼯（平成31年１⽉〜令和２年10⽉）

資料：国土交通省「住宅着工統計」

・近畿中国地区の新設住宅着工戸数について、今年１～10月期の昨年同期の実績を比較すると、全体として10％減と
なっており、木造も非木造も同程度の減少幅となっている。
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（⼾）
R1.1

〜R1.10
R2.1

〜R2.10 R2/R1

⽊造計 86,913 78,749 -9%

在来⽊造材 69,226 63,200 -9%

２×４ 15,561 13,745 -12%
⽊質
プレハブ 2,126 1,804 -15%

⾮⽊造計 74,594 65,930 -12%

合計 161,507 144,679 -10%




